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おもな出来事（2015.12.1～2016.3.31）

 12月 11日（金）～13（日） 英国UCL教育研究所との合同授業
  （ロンドンUCL教育研究所）
 16日（水）～18（金） 国際会議「承認の諸問題とプラグマティズム・アメリカ超越主義
  ― 北欧－日本の交差と高等教育の実践的課題 ―」
  (University of Helsinki ,Finland)

 2月 19日（金） ソウル大学との研究交流会
  (総合研究２号館)  
 20日（土） 教育実践コラボレーション・センター Ｅ．ＦＯＲＵＭ事務局主催
  制野俊弘先生 講演会「命と向き合う教室 ～子どもが「命」に見える学校・学級づくり～」
  (総合研究２号館)  
 21日（日） 教育実践コラボレーション・センター主催
  生涯学習講演会「『学問』の世界への誘い」
  （京都府相楽郡南山城村旧野殿童仙房小学校）

 3月 6日（日） 臨床教育実践研究センター主催
  こころの支援室 「舟をつくろう＆砂マンダラ体験」
  (総合研究1号館)
 21日（祝） 松木邦裕 教授 最終講義
  「私説 精神分析入門」
  (時計台記念ホール)
 24日（木） Design Visions講演会
  「ツーリズムにおけるブランドイメージ」
  (総合研究2号館)
 25日（金） 子安増生 教授 最終講義
  「心のデザイン：発達心理学的アプローチ」
  (時計台記念ホール)
 26日（土） 教育実践コラボレーション・センター主催
  公開シンポジウム
  『新しい学校のかたちを考える ‒学校を問い直す子どもたち-』
  (芝蘭会館2階稲盛ホール)
 27日（日） 教育実践コラボレーション・センター主催
  公開シンポジウム
  『新しい家族のかたちを考える ‒家族を問い直す子どもたち-』
  (芝蘭会館2階稲盛ホール)

  
  
  
  
  

  
  
  
  

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  

  
  
  
  
  
  
  

ハラスメント防止に関する研修会

本研究科・学部では、教職員及び学生等の人権、特にハラスメントの認識をより深め、「ひと」としての
人格や尊厳を高めハラスメントの防止を図ること、さらに就労上又は修学上の適正な環境を築くため、
毎年、研修会を開催しています。

平成27年度は、平成28年2月18日（木）に開催し、しぶや総合法律事務所弁護士 渋谷元宏氏に
よる講演が第1会議室であり、教員、事務職員の約30名程度の参加を得て、意識を高める機会となり
ました。
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平成28年度入試結果

◎教育学部
入学者数

57

合格者数

47

受験者数

142

志願者数

144

募集人員

45文系

日程等

前期日程
10363910理系

99252610第3年次編入学

5525256特色入試

平成27年度学位授与件数 平成27年度教育職員免許状取得状況

0中学校専修免許状

8中学校1種免許状

0高等学校専修免許状

14高等学校1種免許状

0特別支援学校1種免許状

◎教育学研究科
入学者数

23（5）

合格者数

24（5）

受験者数

37（7）

志願者数

39（7）

募集人員

18教育科学専攻

課程等

研究者養成コース修
士
課
程

55242614臨床教育学専攻

9102526（1）10教育科学専攻（専修コース）

0000若干名臨床教育学専攻（第2種）

4515154博士後期課程臨床教育学専攻（臨床実践指導者養成コース）

4477
若干名博士後期課程編入学

1144

教育科学専攻

臨床教育学専攻
（ ）内の数は外国人留学生で内数

※前期日程の募集人員は、特色入試において最終的な入学手続者数が募集人員に満たなかったため、残余の募集人員を加えたもの。

平成28年5月17日現在（五十音順）

授与者数学位名等

学
士

修
士

博
士

71

30教育科学専攻

教育科学科

15臨床教育学専攻

課程博士

論文博士

17
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外部資金受入れ（H27年度）

先端研フロンティア講座
「こころの総合研究」

研究題目

◎共同研究
担当者委託者

パナソニック株式会社 楠見 孝

相川 陽子 様
浅野 佐保子 様
池田 実 様
伊藤 大介 様
上杉 孝實 様
大須賀 真理子 様
葛尾 創 様
金山 靖道 様
鎌田 龍聖 様

◎教育学研究科・教育学部基金
http://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/contribution/education/index.html

『新・教職教養シリーズ2020（仮称）』
出版研究のため

研究題目

◎寄付金
担当者寄附者

協同出版株式会社 高見茂、田中耕治、
矢野智司 他

日本近世の「施印」に関する基礎研究
-国内・国外調査と事例研究

公益財団法人
DNP文化振興財団

ファンステーンパール ニールス

教育学研究科では、昨年秋に「教育学研究科・教育学部基金」を創設しまし
た。ご寄付いただきました方々への感謝の意を込め、ここにご芳名を掲載させ
ていただきます。（公開をご希望されない方については、掲載しておりません。）

鴨井 慶雄 様
川部 哲也 様
郷式 徹 様
子安 増生 様
齋藤 尭仁 様
武居 桂 様
辻村 政雄 様
手嶋 康 様
長沼 弘三郎 様

西尾 新 様
西澤 園子 様
長谷川 保宏 様
藤田 英理 様
藤田 裕之 様
前田 史夫 様
松井 孝雄 様
松本 成史 様
松本 嘉一 様



厚生労働科学研究費補助金（平成２８年度）

新学術領域研究（研究領域提案型）
新学術領域研究（研究領域提案型）

基盤研究(A)

基盤研究(A)

基盤研究(B)
基盤研究(B)
基盤研究(B)
基盤研究(B)
基盤研究(B)
基盤研究(B)
基盤研究(B)
基盤研究(B)
基盤研究(B)

基盤研究(C)
基盤研究(C)
基盤研究(C)
基盤研究(C)
基盤研究(C)
基盤研究(C)
基盤研究(C)
基盤研究(C)
基盤研究(C)
基盤研究(C)

挑戦的萌芽研究
挑戦的萌芽研究
挑戦的萌芽研究
挑戦的萌芽研究
挑戦的萌芽研究
挑戦的萌芽研究
挑戦的萌芽研究

若手研究(Ａ)

若手研究(B)
若手研究(B)
若手研究(B)

研究活動スタート支援
研究活動スタート支援

周産期からの身体感覚と社会的認知の発達的関連性の解明に基づく障害理解
物語における時間認識の身体・神経基盤

Understanding, measuring, and promoting crucial 21st century skills: Global 
communication, deep learning, and critical thinking competencies
学校を中心とする教育空間における力動的秩序形成をめぐる多次元的研究

パフォーマンス評価を活かした教師の力量向上プログラムの開発
アジアの「体制移行国」における高等教育制度の変容に関する比較研究
戦後日本の指導者の「ハビトゥス」形成と「界」の構造に関する実証的研究
戦後東アジア諸地域における教育の比較史的分析―冷戦と植民地主義に着目して―
21世紀型コンピテンシー育成のためのカリキュラムと評価の開発

「メディア出身議員」調査による新しいメディア政治史の構想
東アジアにおける教育過剰と就業行動・意識との関係に関する比較研究
なつかしさ感情の機能と個人差：認知・神経基盤の解明と応用
女性医療専門職における生涯継続教育の方法論開発―キャリアヒストリー法の構築と活用

＜レジリアントな個＞の育成とアメリカ実践哲学：哲学と教育のクロスカレント研究
教師の熟達とキャリア形成に関する日独比較研究 ―教師力としての教育的タクトを軸に
ケアとスピリチュアリティの教育人間学的解明-女性宗教者への聞き取り調査を中心に
学習アーキテクチャとしての「記憶空間」の形成原理および問題改善の研究
トランスナショナル高等教育と多国籍大学の展開に関する国際比較研究
共感の個人差を形成する文化・心理・生物学的要因に関する認知科学的研究
公立図書館という空間に関する歴史横断的研究
音韻的作動記憶における系列情報保持を支える時間構造の長期知識
アクティブ・ラーニングを生かしたカリキュラムと評価方法の開発
資質・能力を育てる授業デザインと教師の力量形成に関する開発研究

自閉症スペクトラム障害をもつ青年および児童に対する日常生活スキル支援の研究
専門職教育者のIPE（異業種連携教育）基盤型研修プログラムの実践開発研究

「夢の構造分析」に関する発達的・比較文化的・心理臨床的研究
学校改善に向けた「往還型」質的測定手法の開発的研究
文化装置としての「師弟関係」に関する歴史社会学的研究
誤報記事と新聞批判のメディア史的研究
評定尺度法に対する回答の個人差と集団差を同時補正するための新たな方法の開発と評価

遺伝子多型と社会環境の相互作用が子どもの実行機能の発達とその脳内機構に及ぼす影響

ナショナリズムと「文明的」自己像形成をめぐる現象の比較・歴史社会学的考察
小学校外国語活動において言語への関心を高めるための多言語カードの開発と効果の検証
物体操作を介した心的状態の推定

ワーキングメモリにおける手続き的表象の制御メカニズムに関する実験心理学的研究
高等教育における改革の普及・拡大の促進 ―緩衝組織の形成と大学の質の担保―

明和 政子
米田 英嗣

Manalo Emmanuel

桑原 知子

西岡 加名恵
南部 広孝
稲垣 恭子
駒込 武
矢野 智司
佐藤 卓己
岩井 八郎
楠見 孝
渡邊 洋子

齋藤 直子
鈴木 晶子
西平 直
山名 淳
杉本 均
野村 理朗
川崎 良孝
齊藤 智
田中 耕治
石井 英真

米田 英嗣
渡邊 洋子
田中 康裕
服部 憲児
稲垣 恭子
佐藤 卓己
高橋 雄介

森口 佑介

竹内 里欧
黒田 真由美
橋本 敦史

佐伯 恵里奈
柴 恭史
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科学研究費補助金（平成28年度）

 

   

 

   
   

 

   

 

   

 

  
   

 

   
   
   
   
   
   
 

    
 

    
   
     
   
   
   
   
   
   
   

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
  

   
  

   
   
   
   
   
   
   
 

  
   

    
   
  

    
   
   
    
   
 
   
   
   
   

 
   

  

 
  

 
  

 
   

 
   
   

 
   

事業名 氏名研究課題名

ＨＩＶ感染症及びその合併症の課題を克服する研究 大山 泰宏

氏名研究課題名
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 平成27年11月30日付け

 派遣職員（臨床教育学）  退職

 平成28年1月1日付け

 派遣職員（総務掛）  採用
 派遣職員（臨床教育学）  採用

 平成28年2月8日付け

 派遣職員（教育方法学）  採用

 平成28年2月29日付け

石橋 遼 研究員（教育認知心理学）  退職

 平成28年3月1日付け

VAN STEENPAAL Niels
 特定准教授（教育学）  採用

 平成28年3月31日付け

子安 増生 教授（教育認知心理学）  定年退職
松木 邦裕 教授（臨床心理実践学）  定年退職
李 芝映 助教（教育学）  退職
ユ リラ 助教（教育方法学）  退職
佐伯恵里奈 助教（教育認知心理学）  退職
鹿子木康弘 特定助教（教育方法学）  退職
江上 直樹 特定助教（地域連携教育研究推進ユニット）
    退職
田村 徳子 特定助教（地域連携教育研究推進ユニット）
    退職
髙橋紗也子 特定研究員（心理臨床学）  退職
田中 孝二 事務長   定年退職 
小山内秀和 研究員（教育認知心理学）  退職
唐牛 祐輔 研究員（教育認知心理学）  退職
小林 慧 研究員（教育方法学）  退職
毛利 恵子 研究員（教育方法学）  退職

 派遣職員（教育認知心理学）  任期満了
 派遣職員（臨床教育学）  任期満了
 派遣職員（図書掛）  任期満了

人事異動（H27.11.30-H28.06.01）

 平成28年4月1日付け
高見 茂 教授 研究科長・学部長（任期28.4.1-29.3.31）
稲垣 恭子 教授 副研究科長（任期28.4.1-29.3.31）
楠見 孝 教授 副研究科長（任期28.4.1-29.3.31）
鈴木 晶子 教授 現代教育基礎学系長（任期28.4.1-28.9.30）
皆藤 章 教授 教育心理学系長（任期28.4.1-29.3.31）
佐藤 卓己 教授 相関教育システム論系長（任期28.4.1-29.3.31）
明和 政子 教授 国際高等教育院へ配置換
  （大学院教育学研究科併任）
齊藤 智 教授 国際高等教育院より配置換
齊藤 智 准教授（教育認知心理学）教授 昇任
JEREMY RAPPLEYE
 准教授（臨床教育学）  採用
VAN STEENPAAL Niels
 准教授（教育学）  採用
森口 佑介 准教授（教育方法学）  採用
福井 佑介 講師（生涯教育学）  昇任
柴 恭史 特定講師  昇任
田中友香里 助教（教育方法学）  採用
渡辺 雅幸 助教（国際関連）  採用
今福 理博 特定助教（教育方法学）  採用
中島 悠介 特定助教（学際融合教育研究推進センター
 地域連携教育研究推進ユニット） 採用
皆本 麻実 特定研究員（心理臨床学）  採用
ZHU Ling 外国人共同研究者  受入
荻原 祐二 研究員（教育認知心理学）  採用
佐伯恵里奈 研究員・教務補佐員（教育認知心理学） 採用
YU Lira 技術補佐員（教育方法学）  採用
熊木 悠人 技術補佐員（教育方法学）  採用
梅原 志保 技術補佐員（教育方法学）  採用
眞継 芳春 事務長   吉田南構内共通事務部総務課長より配置換
中尾 知里 掛長（教職教務掛）  地球環境学堂教務掛長へ配置換
荒木 茂 掛長（教職教務掛）工学研究科教務課専門職員より配置換

 派遣職員（総務掛）  採用
 派遣職員（図書掛）  採用
 派遣職員（臨床教育学）  採用
 派遣職員（教育認知心理学）  採用

 平成28年4月29日付け
IVESON, Matthew Henry 
 外国人共同研究者（外国人特別研究員） 終了

 平成28年4月15日付け
 事務補佐員（教育実践コラボレーション・センター関連） 退職

 平成28年4月16日付け
 派遣職員（教育実践コラボレーション・センター関連） 採用

 平成28年5月16日付け
日吉 和子 特定助教（教育方法学）  採用

 平成28年5月31日付け
 特定業務職員（総務掛）  退職
 派遣職員（総務掛）  任期満了

 平成28年6月1日付け
 派遣職員（総務掛）  採用
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新任教員・事務職員紹介

私が住む地域の近くに、約300本の桜並木で彩られる閑静な住宅

街があります。この一帯は、昭和初期、田園都市論にもとづいて開発

されたのだとか。道は狭く、信号はなし。自動車は注意深く、ゆっくり走

らざるをえません。人間が自ずと中心になる空間構成。桜花満開の後

は、葉桜が春の陽光に輝きます。少し遠回りになるけれど、一年間のリ

ズムをやさしく刻むこの並木道を通勤路としています。＜文化＞の意

味が身体に染み入ります。第32号をここにお届けいたします。（JY）

編 集 後 記

道徳とは何か、それが文
化とどう関係して形成さ
れるのかを、日本近世史を
フィールドに研究していま
す。よろしくお願いします。

VAN STEENPAAL, Niels
准教授

近世教育・思想史専 門
教育学講座所 属

京都という街がそうである
ように、伝統を重んじつ
つ、新しいものを取り入れ
た教育研究を行っていき
たいと考えています。

森口 佑介
准教授

発達認知科学、発達心理学専 門
教育方法学講座所 属

４月から本研究科で勤務させていただくことになり
ました。前回は法人化前後に勤務させていただき、
２度目となり、懐かしい感がございます。とにかく"前
向き"の気持ちです。よろしくお願いいたします。

眞継 芳春
事務長

長い間学生としてお世話に
なりました教育学研究科
のために少しでもお役に立
てればと考えております。よ
ろしくお願いいたします。

渡辺 雅幸
助教

比較教育学専 門
教育学研究科（国際関連）所 属

４月に着任いたしました。
ヒトの発達について、教え・
学びながら研究推進に貢
献したいと思います。よろ
しくお願いいたします。

田中 友香理
助教

発達科学、発達心理学専 門
教育方法学講座所 属

乳幼児期の言語獲得、社
会的認知の発達を専門に
研究を行っています。研究、
教育に精進いたします。ど
うぞよろしくお願いします。

今福 理博
特定助教

発達科学、発達心理学専 門
教育方法学講座所 属

5月から着任いたしました。恵まれ
た環境で研究させていただけること
に、心から感謝しております。発達に
関する研究を行うことで社会貢献
ができるよう、全力で頑張ります。

日吉 和子
特定助教

認知科学、神経科学専 門
教育方法学講座所 属

 

 

 
   

   

    
  

   
   

    

    

   

   

    

    

    

    

  

   

   

委員長 岡野 憲一郎 教授 （臨床教育実践研究センター）

委 員 高見 茂 教授 （教育学研究科長・教育学部長）

委 員 山名 淳 准教授 （教育学講座）

委 員 服部 憲児 准教授 （比較教育政策学講座）

委 員 眞継 芳春 事務長
委 員 古屋 比奈 総務掛長
委 員 辻 幸代 教務掛長

事務担当
教育学研究科・教育学部総務掛
TEL 075（753）3000
ホームページ http://www.educ.kyoto-u.ac.jp

京都大学教育学研究科・
教育学部広報委員会

４月から教職教務掛でお世話になっております。不慣れなことばかり
でご迷惑をおかけするかと思いますが、よろしくお願いいたします。

荒木 茂 掛長 教職教務掛所属掛

１月から総務掛でお世話になっております。皆様のお役に立てるよう
頑張りたいと思います。よろしくお願い致します。

派遣職員 総務掛所属掛

４月から総務掛でお世話になっております。真面目だけが取り柄です
が、一生懸命がんばりますので、宜しくお願いいたします。関西のノリ
ツッコミを勉強中です。

派遣職員 総務掛所属掛

６月から総務掛でお世話になります。早く慣れて皆様が気持ちよく
働けるように頑張ります。よろしくお願いいたします。

派遣職員 総務掛所属掛

４月から図書掛でお世話になっております。気軽に声をかけていただ
ける雰囲気づくりを行い、お役に立てるよう努めますので、よろしくお
願いいたします。

派遣職員 図書掛所属掛

訃報 森口兼二（京都大学名誉教授）

森口兼二先生は、平成27年10月23日逝去された。享年92
歳。昭和22年9月京大法学部卒、人文科学研究所助手、教
育学部助教授を経て昭和47年教授。
昭和61年退官、名誉教授の称号を授与された。
永年にわたって、社会教育学、同和教育、比較成人教育、教
育社会学等の教育研究に努め、学生の教育指導にあたりこ
れらの専門分野において数 の々業績をあげるとともに，その
発展に貢献された。

宮谷 浩（京都大学教育学部 元事務長）

宮谷氏は、平成28年3月1日逝去された。享年73歳。平成13年4
月から平成15年3月まで教育学部事務長として在任、文部科学
省の事業「21世紀ＣＯＥプログラム」への複数部局の共同申請・
採択に尽力され、その成果は、後継プログラム「グローバルＣＯＥ
プログラム」への代表部局としての申請獲得に繋がった。また、教
育環境整備にも尽力し、学内経費の獲得に奔走し、障害者対応
の身障者用エレベータの設置や教室狭隘問題の解消のため教
室スペース確保など教育環境の充実にも大きく貢献された。




